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1 研究の目的と進め方 

 2022 年 10 月 1 日に JR 只見線は全線の運転を再開した。只見線とその沿線地域は景観の美し
さなどが評価され、高い人気を誇る。こうした地域の貴重な資源である JR 只見線を、観光を通じ
て地域経済の発展につなげることが、沿線自治体の維持・発展、ひいては JR 只見線そのものの維
持にとって不可欠である。沿線自治体の多くは他の地方自治体と同様に、人口減少や少子高齢化に
直面している。その中で、JR 只見線の全線再開はこの地域にとって他地域と差別化し得る大きな
機会である。 

地域活性化に向けて有効な観光施策を検討するためには、現状の課題や地域の強みを知る必要が
ある。そのために、本研究では以下の二つの調査を行った。 
 
①観光客向けの実態調査 

観光客の実態や只見線沿線の何に満足や不満を感じているのかを明らかにすることは、今後の観
光施策を検討する上で欠かせない。しかし、当地を訪問した観光客の体系的な実態調査は、これま
でのところ行われていない。観光客への調査によって、観光におけるこの地の強みや課題を明らか
にすることが、本研究の第一歩である。 
 
②商工業者の実態調査 

只見線を地域活性化につなげるためには、観光客だけではなく、地域の産業を担う事業者の方々
の実態を知ることも必要である。地域でサービスや製品を提供する事業者の方々が、只見線全線再
開によってどのような影響を受けたのか、今後どのような展望を持っているのかを明らかにするこ
とは、観光施策を考える上で重要な要素である。 

 
以上の調査に加え、ゼミでは実際に当地の観光資源を訪れ、その魅力や課題について議論した。

二つの調査と自分たちの視察を踏まえて、当地域の強みや弱みを SWOT 分析によって整理し、観
光施策を検討する。 
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2 観光客の実態調査  

2.1 調査の概要 

 この地域を訪れる観光客の実態や何に満足や不満を感じているのかを明らかにするために、柳津
町、三島町、金山町への観光客に対するアンケート調査を実施した。この調査は、日本人の観光者
を対象に、以下の場所および日程で実施した。 

調査では、下の写真のように看板を持った学生が観光客に声をかけ、質問票の事項を尋ねた。付
録１が、調査の質問票である。３日間で合計４００人から回答を得た 1。 
 

 

 

 

 

 
 
       
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     （会津宮下駅前で撮影） 

 

 
1 400 件の中には外国人旅行者による回答や来訪目的が仕事といった回答が 10 件あった。それらは分析から除いてい
る。 
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2.2 調査結果 

調査結果のうち、ここでは回答者の属性と旅の満足度、自由記述の内容について紹介する。なお、
調査項目は多岐にわたっており、すべての分析はまだ終了していない。今後も分析を継続する予定
である 2。 

2.2.1 回答者の属性 

回答者の性別、年齢、居住地は以下の通りである。性別では男性が多いが、これは夫婦など男女
ペアの場合、男性が回答することが多かったためと考えられる（図 1）。年齢は 50 代以上が大部分
を占める（図 2）。中高年層の方がインタビューにより多く協力してくれたということも考えられ
るが、調査者の実感でもこの年齢層の観光客が多く、若年層の観光客は少ない印象であった。居住
地では、紅葉シーズンということもあり、県外が多数を占めた（図 3）。なお、県外の内訳では新潟
県が最も多く、千葉県、栃木県、宮城県がそれに続く。県外観光客のほとんどが東日本からであり、
西日本からの観光客はごくわずかであった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
2 調査結果のうち情報収集手段や消費額については、ゼミ 2 年生の大竹真菜さんが卒業研究で分析した。分析結果につ
いては、卒業研究要旨を参照されたい（https://www.jc.u-aizu.ac.jp/news/2024/02/2023-27.html に掲載）。 
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2.2.2 旅の満足度 

 表１は、沿線地域全体および旅に関する項目の満足度である。「沿線地域全体の旅の満足度」の平
均は 4.34、「自然・景色」は 4.7 と非常に高い。一方で、「買い物」「飲食」「宿泊施設」「交通」の
満足度はやや低い結果となっている。 
 
   表 1 観光客の満足度 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2.2.3 自由記述の主な内容 

 調査では、只見線沿線地域や只見線について残念に思ったことや改善すべき点があれば、自由に
回答を求めた。以下のような回答があった。 
 PR の不足 
 飲食店・買い物の場所が少ない（土産物、コンビニ、ガソリンスタンドなど） 
 只見線の本数が少ない 
 道路が狭い 
 観光の施設・設備（案内板、階段の手すりなど） 
 名物がわかりにくい 

買い物や飲食、交通に対する意見が多く見られた。こうした結果は、前述の満足度の結果と一致
する。観光の施設・設備に関しては、回答者の多くが中高年層であったことから、案内板の見やす
さや階段の上りやすさに関する意見が挙がったと考えられる。上記の他、改善点ではないが、「この
ままで良い」という意見も複数件見られた。 
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2.2.4 その他：インタビューを通じての気づき 

調査を通じ、観光客の多くは、奥会津の只見線沿線地域と会津若松市、喜多方市、下郷町、昭和
村などの他地域を明確には区別しておらず、ひとつの地域として見ていると感じた（例えば、奥会
津の只見線沿線地域の訪問地の質問に対して、会津若松市内などの地名の回答が複数見られた）。 

また、多くの外国人観光客（台湾をはじめとする東アジアの旅行客が多いと思われる）が来訪し
ていた。今回は日本人観光客が調査対象であったが、コロナ後のこの地の観光を牽引する力として、
外国人観光客の可能性を強く感じた。 
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3 商工業者向け実態調査 

3.1 調査の概要  

地域の商工業者は只見線全線再開によりどのような影響を受け、今後どのような展望を持ってい
るのかを明らかにするため、商工業者への調査を行った。調査は金山町の商工業者を対象に郵送で
実施した。日程、調査項目等は以下の通りである。質問票は付録 2 に掲載している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郵送による調査であること、また、売上等、経営状況に関する質問を含んでいることから、回答
率が低くなることが懸念されたが、45.9%と想定を上回る回答が得られた。 

 

3.2 調査結果 

只見線全線再開による売上への影響について、売上が増加したとの回答が９件あった。また、全
線再開後に従業員を増やしたとの回答は４件であった。これらの回答は、小売・サービスなど、観
光客の増加によって直接的な影響を受けると思われる業種でみられた。それ以来の業種では、「影
響なし」との回答が多くを占めた。 

また、今後の事業展開については、「事業を拡大したい」という回答は非常に少なく、多くは「現
状維持」または「縮小したい」であった。「その他」の欄では、現状維持や縮小の理由として、人手
不足、高齢であるといった記述が見られた。 

以上のように、①只見線全線再開は地域経済に良好な影響をもたらしているものの、それはまだ
地域全体に波及するものではないこと、②多くの地方と同じく高齢化や人手不足という問題が事業
継続・拡大の阻害要因になること、が明らかとなった。 
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（金山町大塩天然炭酸場にて撮影） 
 

4 現地視察 
2024 年 2 月 26 日（月）に柳津町、三島町、金山町の観光地を訪問した。主な訪問地は以下

の通り。 

 柳津町：道の駅、福満虚空藏菩薩圓藏寺、柳津西山地熱発電所、粟まんじゅう販売店 
 三島町：道の駅、第一只見川橋梁ビューポイント、宮下アーチ 3 兄（橋）弟、会津宮下駅周辺 
 金山町：道の駅、会津川口駅周辺、炭酸泉、沼沢湖 

（月曜日だったため、美術館等の施設は訪問していない） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（三島町第一只見川橋梁ビューポイントにて撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視察を通じ、学生たちからは様々な意見・感想が挙げられた。主な意見・感想を以下に紹介する。 

 自然の景色や街の景観など、ここにしかないものがある。 
 ネットに店舗の営業情報などが出ているが、更新されていない様子（定休日ではないが休んで

いる店が多かった。営業していると思って店を訪れたと見られる観光客がいた）。 
 高齢者には、細い山道の運転や徒歩は厳しいかもしれない。車による移動では、車酔いするか

もしれない。 
 冬場や雨のときに楽しめるものがあると良い。また、月曜日は美術館等が一斉に休んでおり、

そのときに観光客が楽しめる工夫が必要。 
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5 観光施策の検討と提案 

5.1 SWOT 分析による地域の強みと弱みの把握 

二つの調査で明らかになった点と現地視察で得た自分たちの感想・意見を SWOT 分析によって
整理した。SWOT 分析は、元々は企業の経営戦略を立案するために考案された。企業以外にも用い
ることができ、欧米では地域発展戦略の立案にも活用されている 3。 

 SWOT 分析では、地域の様々な特徴や要素を自らの力でコントロールできる内的な要因とコン
トロールが難しい外的な要因に分類する。内的要因は、地域の持つ強さ（Strengths）と弱さ
（Weaknesses）に分類できる。また、外的要因は地域にとって好ましい機会（Opportunities）
と好ましくない脅威（Threats）に分けられる（下図）。 

 

図４ SWOT 分析のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 

地域の特徴を 4 つの要因に分類することで、とるべき施策を効率的に検討することができる。具
体的には、地域の強み・弱み・機会・脅威を把握した上で、4 つの領域で施策を検討する。強みと
機会を組み合わせることで、積極的に取り組むべき施策（積極戦略）を考える。同様に、強みと脅
威（差別化戦略）、弱みと機会（改善戦略）、弱みと脅威（致命傷回避戦略）を組み合わせることで、
施策を検討する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
3林宣嗣・山鹿久木・林亮輔・林勇貴、「地域政策の経済学」、日本評論社（2018 年）を参照。 
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 調査と現地視察を踏まえて、地域の四つの要因を整理したものが表 2、3 である。なお、分類に
おいては各事項の根拠を示すよう心がけた。各文の最後にあるカッコ内は、根拠を示している（た
だし、一般的に知られているものについては記載していない）。 

 
表２ 只見線沿線地域の強みと弱み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表３ 只見線沿線地域の機会と脅威 
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5.2 観光施策の検討 

 表２、３の要因を組合せ、ゼミで施策を検討した。施策の検討では、この地域の観光を改善する
ために、幅広く、様々な側面から議論した。表 4 は、ゼミでの議論を通じて考えた施策案である。 
 

表 4 施策の検討 
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5.3 観光施策の提案 

様々な施策を検討する中で特に注目したのは、この地域の強みである只見線を含む美しい風景や
自然、街並みをより活かすためにはどうすれば良いのかという点と、只見線の本数の少なさなど地
域の弱み・脅威をどう改善するかという点であった。それを踏まえ、今年度は以下の二つの施策を
提案する。 
 
提案① 外国人観光客向けの情報発信と会津若松からの誘客 

 ネット上の外国語の口コミを見ても、会津若松市の外国人
観光客の人気・知名度は高いと考えられる。現状でも只見線
や沿線地域には多くの外国人観光客が訪れているが（右の写
真を参照）、高い知名度を誇る会津若松から外国人観光客を
誘客できれば、さらに観光客を増やすことができる。 

 外国人観光客を呼び込むためには、多言語による情報発信
が欠かせない。最近は安価にＡＩが利用できることから、Ａ
Ｉを活用した情報発信の多言語化を提案する。 

 また、只見線沿線地域に関する多言語化した情報を伝える
ためには、鶴ヶ城や会津若松駅など、会津若松市内の観光地
にＱＲコードを貼付したポスター、チラシなどを設置するこ
とが考えられる。ＱＲコードからネットに誘導することで、
移動手段や体験、店舗の情報だけでなく、雪や美しい景観な
ど街の魅力をさらにＰＲできる。 
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提案② 待ち時間を利用した手作り体験機会の提供 

 観光客への調査では、只見線に乗りたいが本数が少なく、利便性が悪いとの声があった。只見線
に乗りたくても、利便性の観点から乗ることができない観光客が潜在的に多くいると考えられる。
また、駅周辺で時間をつぶすための場所が少ないとの意見も見られた。 

 駅やその周辺で観光客が楽しく過ごすことができれば、只見線の乗客数増だけでなく、滞在時間
が延びて消費が増加し地域の事業者にも好影響があると考えられる。そのために、地元の素材を活
かしたアクセサリーやストラップを手作りできるようなブースを駅やその近くに設けることを提
案したい（例えば、三島町の生活工芸館ではアクセサリー等の制作体験ができるが、それをより簡
潔に手軽にしたもの）。 

 移動に伴う待ち時間を楽しく過ごすことができるだけでなく、奥会津の工芸を PR する機会にも
なると考えられる。また、現在の主たる観光客である中高年層だけではなく、若者や外国人、子供
連れの家族にもアピールすることができる。 

 
なお、上記二つの施策に限らず、表 4 で提示したそれぞれの施策は、実現可能性や費用対効果の

面で、今後、さらなる検討が必要である。 
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6 今後の展望 
今後は、観光客データのより詳細な分析を進める。また、今回 SWOT 分析で挙げた施策につい

てその前提や実現可能性・有効性について、さらに検討する必要がある。そのために、特に以下の
取組を進める必要がある。 

① 外国人観光客の動向の把握 
今回の観光客の実態調査では外国人は調査していない。今後の観光を牽引する存在として外国人、

特に台湾からの観光客にかかる期待は大きい。外国人観光客の現状や課題、嗜好を確認することで、
より効果的な施策が検討できる。外国人観光客自身に対する調査に加え、旅行に係わる事業者や団
体等へのヒアリングによって、有効な情報が得られると思われる。 
 
② 効果的な情報発信方法の分析 

アクセス解析などにより、情報が適切に届いているのかを分析する必要がある。現在、それぞれ
の町は観光客向けの情報を Facebook 等で発信しているが、SNS などの情報発信手段は多岐にわ
たり、そのすべてを頻繁に更新することは難しい。中高齢層や外国人など、奥会津を訪れる人たち
にどのような手段でどのような情報を伝えるべきなのかを明らかにできれば、只見線や各自治体の
魅力をより効率的・効果的に発信できる。 

 

7 おわりに 
 只見線を活用した観光施策というテーマは広範で、施策の検討ではどのような側面から取り組む
べきなのか、どこに焦点を置くべきなのかを悩みながら議論した。大きなテーマであるがゆえに、
施策のアイディアは小さなものから大きなものまで、幅広いものとなった。実現可能性を含めまだ
まだ検討が必要であるが、学生たちならではの提案として、今後の施策の一助になれば幸いである。 
 

最後に、本研究を推進する上でご協力いただいた柳津町、三島町、金山町のご担当者の皆様、ア
ンケート調査にご協力いただいた皆様に心より御礼申し上げます。 

また、観光客の向けの調査実施時には、地域の皆様から温かい声をかけていただいたり、差し入
れをいただいたりしました。皆様のお心遣いは、調査の大きなモチベーションとなりました。あり
がとうございました。 
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付録１ 観光客向けアンケートの質問票 
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付録２ 商工業者向けアンケートの質問票 
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